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平成 14年 3月期末の有価証券評価損及びたな卸資産評価損に関するお知らせ

１．有価証券評価損

により、平成14年  3月期末において減損処理に伴う投資有価証券の評価損を計上いたします。

基準により、評価損を計上いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

　　　　14年  3月期末の有価証券評価損の総額 

平成 14年  3月期末の有価証券評価損の総額（Ａ） 1,316 百万円

平成 13年  3月期の純資産の額（Ｂ） 127,781 百万円

（Ａ）／(Ｂ）×100 1.0 ％

平成 13年  3月期の経常利益額（Ｃ） 9,072 百万円

（Ａ）／(Ｃ）×100 14.5 ％

平成 13年  3月期の当期純利益額（Ｄ） 1,018 百万円

（Ａ）／(Ｄ）×100 129.3 ％

（注）有価証券評価損の内訳は次の通りです。

投資有価証券評価損 1,046百万円

子会社株式評価損 270百万円

２．たな卸資産評価損

している商品につきまして評価損を計上いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

　　　　14年  3月期末のたな卸資産評価損の総額 

平成 14年  3月期末のたな卸資産評価損の総額（Ａ） 1,121 百万円

平成 13年  3月期の純資産の額（Ｂ） 127,781 百万円

（Ａ）／(Ｂ）×100 0.9 ％

平成 13年  3月期の経常利益額（Ｃ） 9,072 百万円

（Ａ）／(Ｃ）×100 12.4 ％

平成 13年  3月期の当期純利益額（Ｄ） 1,018 百万円

（Ａ）／(Ｄ）×100 110.1 ％

以　上

　また、その他有価証券のうち時価のないものについて移動平均法による原価法を採用しておりますが、当社減損処理

　当社では、その他有価証券のうち時価のあるものについて時価法を採用しておりますが、この度、金融商品会計基準

　当社では、商品の評価基準及び評価方法は先入先出法による原価法を採用しておりますが、ＢＳＥ（牛海綿状脳症）

問題等の影響により牛肉の市場価格が低下したため、平成14年3月期末において、時価が帳簿価格に比べ著しく下落


